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2Jp-6 住居における庭の利用と評価に関する考察
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旦 直　 住居の庭には，室内生活を補完する場としての役割や外部に対する緩衝空間としての役

割などがある。庭を前庭，主庭，裏庭（サービスヤード）に区分して居住者の利用状況や評価を

調査することにより，庭利用の特徴や問題点を把握することを目的とする。敷地と公道との接し

方により入口が異なることより，南入り・北入りに分けて考察する。

左証　 東広島市内の比較的新しい住宅地，高屋高美が丘の一戸建て住宅の居住者を対象として，

庭の利用に関するアンケート調査を行った。主な調査内容は，庭の各種利用状況，庭における生

活行為に関する現在の庭に対する満足度評価，および理想とする庭に対する生活行為に関する重

要度評価などである。調査時期は平成９年９月，調査用紙は直接配布，直接回収した。住戸への

南入り５０戸，北入り５０戸計１００戸の有効回答を得た。

拉亙　1 ）庭の利用状況：住戸への南入りと北入りとで差が認められる。①空き缶，空き瓶，

ごみなど室内からの流失物を置く位置に差があり，南入りでは裏庭に置くのに対し，北入りでは

裏庭だけでなく主庭にも置かれる。②南入りは主庭が開放的である反面，裏庭は閉鎖的である。

北入りの場合，裏庭は前庭と主庭を結ぶ通路の役割をつとめ閉鎖的にはならない。このため立ち

話なども行われる。2 ）庭に対する評価：現在の庭に対する満足度・理想とする庭の重要度いず

れにおいても，居住した年数により評価は異なる。居住年数が短いほど現状と理想との差は大き

く，居住年数が長くなると現状を受け入れ，理想との差は小さくなる。３）庭の傾向：緑が多く，

自由に使え，生活空間に変化をもたらすもの。室内と一体的に利用できるものが望まれる。

2Jp-7　　　 戸建住宅地における住宅外部空間の利用実態と居住者意識に関する研究

一京都府相楽郡・ニュータウン木津川台の庭・道路・公園を事例としてー
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【目的】個性を強調した戸建住宅地が各地で計画、販売されている。そのなかでも特に、
個々の住宅地に特徴を持たせるため、住宅外部空間の整備に重点をおいているものが多く

見られる。そのような外部空間整備が居住者の住宅選択や入居後の近隣関係、現在及び将

来の日常生活における不安要素として､どのような影響を及ぼしているのかを明らかにし、

今後の戸建住宅地における住宅外部空間整備の課題を検討する。
【方法】戸建住宅地における住宅外部空間として、最も日常生活との関わりが高いと考え

られる庭・道路・公園を取り上げ、居住者の利用実態と意識を明らかにするため、アンケ

ート調査を行った。調査対象地は、庭、道路、公園に特徴のある京都府相楽郡ニュータウ
ン木津川台を選定した。調査時期は2000 年11 月であり、調査対象住戸数は310 戸、有効

回収票数は260 票、有効回答率は83,9% である。

【結果】住宅購入時に重視した点として、「住宅そのものの良さ」や「住宅地の利便性」よ

りも、「街並みの良さ」や「まわりの公園や緑の豊かさ」といった住宅外部の空間の良さを

挙げている居住者が多く、その関心の高さが明らかになった。外部空間の中では、特に庭
に対しての関心が高い。庭の利用用途としてはガーデュングが多く、それが近所付き合い

のきっかけになっている場合が多いが、その一方で、庭の維持管理の困難さや塀の低さに

よる侵入者に対する不安も挙げられた。道路、公園については、住宅購入時には高い関心

を抱いていた居住者が多いが、日常生活では積極的に利用されておらず、ディベロッパー
による当初の計画と現在の居住者の利用状況との間に差異がみられた。
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